
報告第７７号                  平成１６年２月４日承認  
 

福祉保健部会介護保険分科会の事務事業調整方針について  
 
 福祉保健部会介護保険分科会の事務事業調整方針について別冊のとおり本協

議会に報告し、その承認を求める。  
  平成１６年２月４日提出  
 

                 津地区合併協議会  
                     会長 近 藤 康 雄  



報告第７７号

協 議 会 報 告 項 目

津 地 区 合 併 協 議 会

福 祉 保 健 部 会

介護保険分科会　8-6



１回 ２回 ３回

8 - 6 - 1 5/1 5/8

8 - 6 - 2 5/1 5/8

8 - 6 - 3 5/1 5/8

8 - 6 - 4 5/1 5/8

8 - 6 - 5 8/7 8/20

8 - 6 - 6 5/1 5/8

8 - 6 - 7 5/1 5/8

8 - 6 - 8 5/1 5/8

8 - 6 - 9 5/1 5/8

8 - 6 - 10 5/1 5/8

8 - 6 - 11 5/1 5/8

8 - 6 - 12 5/1 5/8

8 - 6 - 13 5/1 5/8

8 - 6 - 14 5/1 5/8

8 - 6 - 15 5/1 5/8

8 - 6 - 16 5/1 5/8

8 - 6 - 17 5/1 5/8

8 - 6 - 18 5/1 5/8介護保険の被保険者の資格管理

調整交付金

支払基金交付金

介護給付費一般会計繰入金

介護保険の趣旨普及

認定調査員研修会

介護認定審査会担当課長・担当者会議

事務費交付金

国・県介護給付費負担金

認定申請等受付

主治医意見書依頼・取得事務

認定調査委託事務

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

相談受付

介護認定審査会委員研修会

コンピュータによる一次判定

介護認定審査会

認定結果通知事務

苦情対応
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１回 ２回 ３回

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

8 - 6 - 19 5/1 5/8

8 - 6 - 20 8/29 9/13
協議会協議項目
（12/4確認）

8 - 6 - 21 5/1 5/8

8 - 6 - 22 5/1 5/8

8 - 6 - 23 8/7 8/20

8 - 6 - 24 5/1 5/8

8 - 6 - 25 5/1 5/8

8 - 6 - 26 5/1 5/8

8 - 6 - 27 5/1 5/8

8 - 6 - 28 5/1 5/8

8 - 6 - 29 5/1 5/8

8 - 6 - 30 5/1 5/8

8 - 6 - 31 5/1 5/8

8 - 6 - 32 5/1 5/8

8 - 6 - 33 5/1 5/8

8 - 6 - 34 5/1 5/8

8 - 6 - 35 5/1 5/8

8 - 6 - 36 5/1 5/8

介護保険の被保険者証の交付

介護保険料賦課徴収事務

介護保険料の収納管理・口座振替

介護保険料の滞納整理

介護保険料の減免・徴収猶予

第１号被保険者保険料還付金

給付制限

介護保険給付費通知

サービス計画給付

居宅介護サービス等給付

施設介護サービス等給付

介護保険の標準負担額の減免

高額介護サービス

福祉用具購入費

住宅改修費

社会福祉法人等利用者負担減免

審査支払事務手数料

財政安定化基金拠出金
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１回 ２回 ３回

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

8 - 6 - 37 5/1 5/8

8 - 6 - 38 5/1 5/8

8 - 6 - 39 8/7 8/20

8 - 6 - 40 5/1 5/8

8 - 6 - 41 5/1 5/8

8 - 6 - 42 5/1 5/8

8 - 6 - 43 5/1 5/8

介護給付費準備基金積立事業

第三者行為求償事務

介護保険事業計画

苦情相談

介護支援専門員協議会及びサービス提供事業者組織の育成・連携

高額介護サービス費貸付事業

介護認定等に係る情報提供
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1

2

4 指定居宅介護支援事業者等から
提出された調査の結果をコン
ピュータに入力し、一次判定を行
う。（１日当たりの要介護認定基
準時間による要介護度の判定…
全国共通）

・同左 ・同左 ・同左・同左

・同左 ・同左 ・同左

ー

・同左

ー ー

・施設入所者は職員と嘱託職員
が調査。居宅は事業者委託

・新規、変更、遠方施設は職員。
更新は事業者委託。

・町職員及び指定居宅介護支援
事業所等への委託により実施す
る。

・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会

関　係　項　目

福祉保健部会

介護保険分科会

・同左

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

分　   科　   会

・要介護認定を受けようとする被
保険者の申請を書面審査及び内
容審査の上、受け付ける。

安　濃　町美　里　村芸　濃　町河　芸　町久　居　市津　　　　市

・同左 ・同左認定申請等受付

区　　　　　分

主治医意見書依
頼・取得事務

コンピュータによる
一次判定

3

・面接方法

認定調査事務

・被保険者の主治の医師に対
し、身体上又は精神上の障害の
原因である疾病又は負傷の状況
等につき書面にて意見を求め
る。（様式・手数料…全国共通）

・同左 ・同左

ー

・同左

・指定居宅介護支援事業者等に
委託（様式・調査員有資格者…
全国共通）

・市職員及び指定居宅介護支援
事業者等への委託により実施す
る。

・要介護認定申請に係る被保険
者を面接し、心身の状況、環境
等について調査をする。

・同左

ー

・町職員及び指定居宅介護支援
事業者等への委託により実施す
る。（様式・調査員有資格者…全
国共通）
・平成１５年度からは新規と変更
以外は社会福祉協議会へ委託
する。

ー
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構 成 市 町 村 の 現 況

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左

・施設入所者は、広域連合職員
が面接　遠方施設は当地の事業
者に委託

香 良 洲 町

・在宅は職員・事業者委託

一　志　町

・同左 ・同左 ・同左

美　杉　村

広 域 連 合

・同左

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

１．現行のまま新市に引き継ぐ。
２．現行のまま新市に引き継ぐ。
３．現行のまま新市に引き継ぐ。
４．現行のまま新市に引き継ぐ。

調　整　の　内　容

白　山　町

・同左

調整の具体的内容

・同左

・認定調査（訪問調査）は、社会福祉協議会を中心とした委託方式とする方向で調整す
る。

・同左 ・同左

2/24



6

7

8

区　　　　　分

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 介護保険分科会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

・津市に同じ ・同左 ・同左 ・同左

・合議体数　20 ・合議体数　4 ・津市に同じ ・同左 ・同左 ・同左

・津市に同じ ・同左 ・同左 ・同左

・認定審査会設置状況
津市と安芸郡4町村と協同設置

・認定審査会設置状況
久居市単独

・津市に同じ ・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左5 介護認定審査会 ・市町村に設置義務。
・資料（認定調査票のコンピュー
タによる一次判定と特記事項・主
治医意見書）を郵送(一週間前)。
・介護保険の対象か、また、介護
の程度を判定。
・当該審査会を開催するとともに
事務局として出席、記録。

・同左

・年間開催回数　240回 ・年間開催回数　70回

・委員数　100名 ・委員数　16名

苦情対応 ・同左 ・同左

・同左

・同左 ・同左

相談受付 介護保険全般に関する相談に対
応。

・同左 ・同左 ・同左

・介護保険全般に関する処分に
対する苦情に対応。
・県に設置されている介護保険
審査会からの通知や裁決に対
応。

・同左 ・同左 ・同左 ・同左認定結果通知事務 ・認定審査会からの通知結果を、
被保険者に通知。

・同左

・同左

・同左
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広 域 連 合

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

構 成 市 町 村 の 現 況

調整の具体的内容

５．新たに制度を制定する。(合併と同時)
６．現行のまま新市に引き継ぐ。
７．現行のまま新市に引き継ぐ。
８．現行のまま新市に引き継ぐ。

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容

・同左

・年間開催回数　150回 ・同左 ・同左 ・同左

・合議体数　3 ・同左 ・同左

・委員数　38名 ・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・認定審査会は新市で設置する。
・委員については、現行委員を新市として引き継ぐ方向で調整する。

・認定審査会設置状況
一志郡６町村（香良洲町、一志
町、白山町、嬉野町、美杉村、三
雲町）で設置(広域連合)

・同左

・同左・同左

・同左

・同左

・同左

・同左 ・同左

・同左

・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左
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10

12

11 ・認定審査会の運営等について
の協議（津市、安芸郡４町村)。

ー ・津市に同じ ・同左

区　　　　　分

認定調査員研修会 ・実施主体は都道府県。
・市においても、より公平・公正な
審査判定を実施するために、適
宜、研修する。

・実施主体は都道府県。
・市においても、より公平・公正な
審査判定を実施するために適
宜、研修する。

・実施主体
津市・河芸町・芸濃町・美里村・
安濃町介護認定審査会。

9

・実施主体
久居市介護認定審査会。

・同左 ・同左

・津市に同じ

ー ・津市に同じ ・同左

・同左 ・同左

専　門　部　会 福祉保健部会

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町津　　　　市

・同左

・同左

・同左 ・同左

介護保険分科会

・同左

・同左

・同左

・同左 ・同左 ・同左事務費交付金 ・要介護認定等の事務費は、介
護保険に固有の新たな事務であ
ることから、２分の１相当額が事
務費交付金として交付される。

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

介護認定審査会委
員研修会

協　議　項　目

・同左

・同左

介護認定審査会担
当課長・担当者会
議

・開催回数　年間５～６回開催。

様式４

美　里　村 安　濃　町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会
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構 成 市 町 村 の 現 況

・同左

・同左

広 域 連 合

様式４

・同左

・実施主体
広域連合

・同左

・開催回数
課長会議…年間２～３回
担当者会議…月１回以上

・同左

・実施主体
広域連合

・実施主体
広域連合

白　山　町香 良 洲 町

・同左

・実施主体
広域連合

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

・同左 ・同左

美　杉　村

・同左

一　志　町

・同左

・同左

・同左・介護保険事業運営全般につい
て協議(一志郡６町村)。

・同左

・同左 ・同左

調整の具体的内容

調　整　の　内　容

　９．現行のまま新市に引き継ぐ。
１０．現行のまま新市に引き継ぐ。
１１．廃止の方向で調整する。
１２．現行のまま新市に引き継ぐ。

・同左

・同左

・同左
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13

14

15

16

支払基金交付金 第２号被保険者の保険料にあた
る分は、社会保険診療報酬支払
基金から介護給付費交付金とし
て交付されます。介護給付費交
付金は各市町村について、その
年度の実績としての標準給付費
(介護給付・予防給付の合計費
用)額に基づき算定されます。第2
号被保険者負担率は、全国レベ
ルでの第２号被保険者の全被保
険者に対する割合を2分の1を基
準として、3年ごとに設定され、平
成12年度～14年度は33％となっ
ています。

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

調整交付金 国が負担する25％のうち、20％
相当分は各市町村の標準給付
費額に対して定率で交付されま
す。残りの5％相当分は、市町村
の努力では対応できない第1号
保険料の格差を是正するために
交付される。対象となるのは、①
後期高齢者加入割合（要介護リ
スクの高い75歳以上の被保険者
が第1号被保険者総数に占める
割合）と、②所得段階別の第1号
被保険者の分布状況（第1号保
険料の所得段階別被保険者数
の構成割合）の違いによる基準
額の格差

・同左 ・同左 ・同左

・同左

介護給付費一般会
計繰入金

介護給付及び予防給付に必要な
費用は、サービス利用時の利用
者負担を除いて、50％が公費で
まかなわれる。その内訳は、国
が25％、県・市がそれぞれ12.5％
となっている。

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左

専　門　部　会 福祉保健部会

関　係　項　目 分　   科　   会 介護保険分科会

協　議　項　目

区　　　　　分
津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

　国・県介護給付費
負担金

・介護給付費及び予防給付に要
する費用の額の、国は100分の
20、県は100分の12.5に相当する
額が交付される。

・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左
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構 成 市 町 村 の 現 況

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左 ・同左

・同左 ・同左

・同左

・同左 ・同左・同左

調　整　の　内　容

１３．現行のまま新市に引き継ぐ。
１４．現行のまま新市に引き継ぐ。
１５．現行のまま新市に引き継ぐ。
１６．現行のまま新市に引き継ぐ。

広 域 連 合

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村 調整の具体的内容

・同左 ・同左

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

・同左
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19

・制度啓発用パンフレット等送配
布

専　門　部　会

介護保険の被保険
者証の交付

・６５歳到達者・転入者・転居者・
再交付申請者に対して被保険者
証の交付

協　議　項　目

・住所地特例者

・同左 ・リーフレット(保険料の説明）

・制度説明会用パンフレット

・同左 ・同左・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

・同左

・同左

・同左

ー ・津市に同じ ・同左

津　　　　市 久　居　市

福祉保健部会

関　係　項　目 分　   科　   会 介護保険分科会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

河　芸　町 芸　濃　町
区　　　　　分

美　里　村 安　濃　町

・同左・同左・同左

・同左

・同左

・同左

・同左・同左

・津市に同じ ・同左

ー

・同左

ー

・同左

・同左

・同左 ・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・介護保険のしおり（被保険者証
送付時）

・窓口等啓発用パンフレット

・納付書送付時同時リーフレット
（保険料の説明）

ー

・同左 ー

ー

ー

・サービス事業者・施設紹介冊子

ー

・同左 ・同左

・市政だより特集号（折込）

ー

・同左 ・サービス事業者・施設紹介パン
フレット

・同左

・同左

ー

・同左

・同左

ー

・同左

17 介護保険の趣旨普
及

ー

ーー ー ー

・同左

・同左 ・同左

・同左

・施設入退所者

・被保険者の異動届

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左 ・同左

・同左

・同左

・適用除外施設入所者

・外国人の適用等の資格の管理

18 介護保険の被保険
者の資格管理

・同左 ・同左

・他市町村住所地特例者 ・同左
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・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

ー

・同左

・同左

・同左

・同左

調　整　の　内　容
１７．津市･久居市の例により調整する。（合併と同時）
１８．現行のまま新市に引き継ぐ。
１９．現行のまま新市に引き継ぐ。

白　山　町香 良 洲 町 調整の具体的内容

構 成 市 町 村 の 現 況

広 域 連 合

美　杉　村

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左 ・同左

・同左

・同左

・同左

・住宅改修実務解説書

ー

・同左

・同左

・広報(町村・連合)

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

・同左

・同左

・同左

ー

・同左

・同左

・同左

ー

・同左

一　志　町

・河芸町に同じ ・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左 ・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左
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21

22

23 ・津市に同じ ・同左・平成１５年度から独自減額を実
施。

介護保険料の減
免・徴収猶予

・第１号被保険者の属する世帯
の生計を主として維持する者が、
災害により住宅、家財、又は財
産について著しい損害を受けた
場合、又は、死亡、疾病等により
収入が著しく減少した場合等で、
保険料の納付が困難になった場
合、納付義務者からの申請によ
り、保険料の減免・徴収を猶予す
ることができる。

・同左 ・同左

40,010円 34,764円 45,312円 35,940円

・同左 ・同左 ・同左20 介護保険料賦課徴
収事務

※協議会協議項目

○保険料賦課
○保険料調定
○所得申告（簡易申告）
○転入者所得状況照会
○保険料徴収
○介護保険料（第１号被保険者
（６５歳以上）基準額）

・同左 ・同左

・同左

介護保険料の滞納
整理

介護保険制度の説明及び介護
保険料の納付指導。
普通徴収の被保険者には口座
振替の利用推進。

・同左 ・同左

・同左

・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左

安　濃　町

45,600円 36,240円

久　居　市
区　　　　　分

河　芸　町 芸　濃　町

介護保険料の収納
管理・口座振替

・同左

様式４

関　係　項　目

美　里　村

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

介護保険分科会

津　　　　市

分　   科　   会

協　議　項　目 福祉保健部会専　門　部　会

○保険料の徴収
○生活保護受給者に係る代理納
付
○口座振替
保険料口座振替依頼書
保険料口座振替開始通知書
保険料口座振替フロッピーディス
ク作成
口座振替結果情報のシステム登
録
保険料口座振替済通知書
保険料口座振替不能通知
○日計消し込み

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
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・同左

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

美　杉　村

・同左

・同左 ・同左

34,080円34,080円

２０．現行のまま新市に引き継ぐ。
２１．現行のまま新市に引き継ぐ。
２２．現行のまま新市に引き継ぐ。
２３．津市・久居市等の例により調整する。(合併と同時)

調整の具体的内容

・同左

広 域 連 合

34,080円

・同左・同左

34,080円

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・津市に同じ

・平成１５年度から実施する独自
減額
前年の収入金額合計が466千円以
下の者で次の条件のいずれにも該
当する者。
①すべての世帯員の前年所得金額
がないこと。
②本年度分の住民税が課されてい
る者と生計を共にしていないこと
③医療保険の被扶養者になってい
ないこと
④本年度分の住民税が課されてい
る者の税法上の被扶養者のいなっ
ていないこと
⑤自助努力しても、なお生活が困窮
していること

・同左

構 成 市 町 村 の 現 況

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

・同左 ・現在の介護保険事業計画を現行のまま新市に引き継ぐことから、第１号被保険者の
保険料については、不均一賦課によることとし、現行計画の終了(平成１７年度）まで現
行のとおりとする。その後新市として平成１８年度からの３年間の計画を策定し、新料金
を調整する。

・同左

・同左

調　整　の　内　容

・同左

様式４
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24

25

安　濃　町

分　   科　   会 介護保険分科会

区　　　　　分

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村

様式４

・同左

・同左給付制限 ・第１号被保険者である要介護
被保険者等が、納付期限から１
年以内に保険料を納付しない場
合、その被保険者証に現物給付
ができない旨の記載(「支払方法
変更」）をする。法的には、当該
被保険者に対して被保険者証の
提出を求め、当該被保険者証に
支払方法変更の記載を行うこと
とされているが、現実的には認
定の更新の際に、これを行うこと
になる。要介護認定者が納期か
ら１年６月以内に保険料を納付し
ない場合は、保険給付の全部又
は一部の支払を一時差し止め
る。差し止めを行っても、なお滞
納がある場合は、あらかじめ当
該要介護認定者等に通知し、保
険給付額から滞納保険料額を控
除することができる。
保険料徴収権消滅による給付制
限
要介護認定の際、当該期間に応
じて一定の期間、保険給付額の
減額（100分の70）を行うととも
に、高額介護サービスの支給を
行わない旨の記載(「給付額減額
等」）をする。

・同左 ・同左 ・同左

第１号被保険者保
険料還付金

・同左・保険料の過誤納付が発生した
場合、還付又は充当の処理を行
う。保険料の過誤納は被保険者
の死亡、転出、二重納付等によ
り発生する。特別徴収される被
保険者が死亡した場合は必ず還
付が発生する。その還付先は遺
族又は年金保険者になる。還付
が発生したら、保険料還付通知
書と保険料還付請求書を送付す
る。

・同左

・同左 ・同左 ・同左

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会
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香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

広 域 連 合

様式４

・同左 ・同左・同左

・同左・同左 ・同左・同左

・同左

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
２４．現行のまま新市に引き継ぐ。
２５．現行のまま新市に引き継ぐ。

構 成 市 町 村 の 現 況

調整の具体的内容美　杉　村
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26

27 要支援・要介護者が指定居宅介
護支援事業者の行う居宅介護支
援を受けたときは、居宅介護(支
援)サービス計画費が支給されま
す。支給額は、基準額の全額で
指定居宅介護支援介護給付費
単位数表で算定した単位数に１
単位の単価１０円を乗じた額で
す。実際の費用が基準額を下回
る場合は、実際の費用の全額と
なります。居宅介護(支援)サービ
ス計画費は、計画作成をうける
旨をあらかじめ市町村に届け出
て、被保険者証を提示してサー
ビスを受けることで、事業者に直
接支払われる現物給付となりま
す。届け出は、居宅サービス計
画作成依頼(変更)届出書に被保
険者証を添付して行います。被
保険者証に事業者の名称が記
載されます。介護サービス計画
の作成等の費用は、全額が原則
として現物給付されます。

サービス計画給付 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左

介護保険給付費通
知

・医療保険において既に実施し
ている利用者に対する給付費通
知を介護保険においても実施し、
保険者に請求された介護給付費
の内容と利用者自身のサービス
の実績とを比較することでその
整合性を確認し、また、事業者へ
の注意を促す。

ー ・津市に同じ(予定） ・同左(予定) ・同左 ・同左(予定)

津　　　　市 久　居　市

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

区　　　　　分

関　係　項　目 分　   科　   会

美　里　村 安　濃　町

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

芸　濃　町

専　門　部　会

介護保険分科会

福祉保健部会

河　芸　町

協　議　項　目
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・同左

－

２６．津市・美里村の例により調整する。（合併と同時）
２７．現行のまま新市に引き継ぐ。

美　杉　村白　山　町

広 域 連 合

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

構 成 市 町 村 の 現 況

様式４

調　整　の　内　容

・同左・同左 ・同左

－ － －

香 良 洲 町 一　志　町 調整の具体的内容
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29 ・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左28 居宅介護サービス
等給付

・同左 ・同左

・要介護者が在宅サービスをうけ
たときは、費用の９割が居宅介
護サービス費等として支給され、
自己負担は原則として１割となり
ます。居宅介護サービス費等
は、要介護度やサービス区分に
応じた支給限度額の範囲内でう
けます。特定の福祉用具の購入
費や住宅改修については、９割
の払い戻しがうけられます。

・償還払い
利用者が費用の全額をいったん
支払い、後で市町村から保険給
付分の払い戻しをうける。

・同左 ・同左

・代理受領方式による現物給付
介護サービス費は、原則として事
業者に直接支払われるので、利
用者は費用の１割負担してサー
ビスをうける。

・同左 ・同左

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

・同左

・同左

・同左

専　門　部　会

関　係　項　目 分　   科　   会

福祉保健部会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

介護保険分科会

様式４

協　議　項　目

区　　　　　分
津　　　　市 久　居　市

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

施設介護サービス
等給付

　介護保険施設に入所している
要介護者に対して施設介護サー
ビス費を支給する。施設介護
サービス費は国保連を通して施
設に支払われ、要介護者には
サービスが現物給付される。
　支給額は、①食費を除く介護
サービス費用の基準額の９割と、
②食費の基準額から標準負担額
を差し引いた額の合計。
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・同左・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

香 良 洲 町 一　志　町

・同左 ・同左

・同左

・同左

・同左

・同左

・同左 ・同左

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

美　杉　村

構 成 市 町 村 の 現 況

白　山　町

２８．現行のまま新市に引き継ぐ。
２９．現行のまま新市に引き継ぐ。調　整　の　内　容

様式４

調整の具体的内容

広 域 連 合

・同左
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30

31

32

33 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左

住宅改修費 　在宅の要介護者等が、手すり
の取付等の一定の住宅改修を
行った場合に、申請により原則１
住宅につき２０万円（改修費用）
を限度として改修費用の９割を
支給する。

・同左

・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左

・同左 ・同左

・同左 ・同左　被保険者の所得やその属する
世帯の市民税課税状況により、
被保険者からの申請に基づい
て、施設サービスにおける食事
の標準負担額を減額する事がで
きる。
　認定を受けている者には、当該
認定に係る認定証を交付する。
(1)一般　　780円
(2)市町村民税世帯非課税者
500円
(3)老齢福祉年金受給権者で、市
町村民税世帯非課税者・被保護
者　300円…１日

久　居　市

・同左

分　   科　   会 介護保険分科会

河　芸　町

専　門　部　会

安　濃　町美　里　村

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

区　　　　　分

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

芸　濃　町

協　議　項　目 福祉保健部会

関　係　項　目

津　　　　市

介護保険の標準負
担額の減免

高額介護サービス 　要介護者等が一ヶ月に支払っ
た利用者負担が一定の上限額を
超えたときは、要介護者には高
額介護サービス費として、要支援
者には高額居宅支援サービス費
として、超えた分が申請により払
い戻される。

福祉用具購入費 　在宅の要介護者等が、入浴や
排せつに用いる福祉用具等の一
定のもの(特定福祉用具)を購入
したとき、申請により年間10万円
（実際の購入費）を限度として、
購入費用の９割を支給する。
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・同左 ・同左・同左

・同左・同左

・同左

・同左

・同左

・同左・同左 ・同左・同左

・同左・同左 ・同左

・同左

調　整　の　内　容

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

白　山　町香 良 洲 町

構 成 市 町 村 の 現 況

美　杉　村

３０．現行のまま新市に引き継ぐ。
３１．現行のまま新市に引き継ぐ。
３２．現行のまま新市に引き継ぐ。
３３．現行のまま新市に引き継ぐ。

広 域 連 合

一　志　町 調整の具体的内容
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34

35

36

38 第三者行為求償事
務

　第三者行為に係る求償事務
は、保険者からの委任により国
保連が行う。発生した場合には、
関係書類を整え、国保連に委任
する。

・同左 ・同左・同左 ・同左 ・同左

・同左

・基金名：美里村介護給付費準
備基金

・基金名：河芸町介護給付費準
備基金

・基金名：芸濃町介護給付費準
備基金

・基金名：安濃町介護給付費準
備基金

・同左

・同左財政安定化基金拠
出金

　県が設置する財政安定化基金
へ拠出する。負担割合は国・県・
市で1/3ずつ。財源は第１号保険
料で賄う。

・同左 ・同左

・同左審査支払事務手数
料

国保連が行う審査支払事務に関
する手数料の支払いを行う。

・同左 ・同左 ・同左

社会福祉法人等利
用者負担減免

　介護福祉施設サービス・訪問
介護・通所介護・短期入所生活
介護といった介護保険サービス
の提供を行う社会福祉法人等
が、市民税非課税世帯に属し老
齢福祉年金を受給しているか、
利用者負担が減額されなければ
生活保護が必要となる要介護者
および収入４１２千円以下の者等
（旧措置入所者等の一部の条件
を除く）に対して利用者負担額の
減額を行う。
　当該社会福祉法人に対して実
績に伴い所要の助成を行う。

・同左 ・同左

関　係　項　目 分　   科　   会 介護保険分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 福祉保健部会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
様式４

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

芸　濃　町

・基金名：津市介護給付費準備
基金

美　里　村

・同左 ・同左 ・同左

安　濃　町

・同左

津　　　　市 河　芸　町
区　　　　　分

介護給付費準備基
金積立事業

37

・同左

・基金に、介護給付費に必要な
財源に充てる保険料等について
見込まれる剰余金の範囲内で津
市介護保険事業特別会計歳入
歳出予算に定める額を積み立て
る。

・同左 ・同左

・基金名：久居市介護給付費準
備基金

・同左

・同左

久　居　市

21/24



・同左

３４．現行のまま新市に引き継ぐ。
３５．現行のまま新市に引き継ぐ。
３６．現行のまま新市に引き継ぐ。
３７．現行のまま新市に引き継ぐ。
３８．現行のまま新市に引き継ぐ。

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

構 成 市 町 村 の 現 況

・同左

香 良 洲 町

・同左

美　杉　村

・同左

調　整　の　内　容

・同左

・同左

・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左・基金名：一志地区広域連合介
護給付費準備基金

・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

・同左

・同左

様式４

白　山　町 調整の具体的内容一　志　町

・同左

・同左

・同左・同左 ・同左

広 域 連 合
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39

40

41

42

43

・同左サービスの確保・円滑な提供等
を実現させるため
①各年度の介護給付等対象
サービスの種類ごとの量の見込
み
②①の見込み量確保のための
方策
③事業者間の連携確保に関する
事業等
④その他保険給付の円滑な実施
を確保するために市町村が必要
と認める事項
を盛り込んだ事業計画を策定す
る。

・同左・同左

・14年度は既存の運営協議会を
策定委員会として運用し策定を
行う。

・同左介護保険事業計画 ・同左

関　係　項　目 分　   科　   会 介護保険分科会

・同左 ・同左 ー

・同左 ・同左 ・同左介護認定にかかる
情報提供

介護保険に関連する資料を支援
事業者等に提供し、 適な介護
サービス計画の作成と良質な介
護サービスの受給を促す。

・同左 ・同左

高額介護サービス
費貸付事業

ー ー ・高額介護サービス費の支給対
象となる被保険者の属する世帯
の世帯主に対し、高額介護サー
ビス費相当額以内の額を貸し付
ける。

・同左 ・同左 ・同左介護支援専門員協
議会及びサービス
提供事業者組織の
育成・連携

　津安芸介護支援専門員協議会
及びサービス提供事業者組織の
育成・連携

・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

協　議　項　目 専　門　部　会

様式４

福祉保健部会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

貸付基金設置　　100万 ・月額１００万円を限度

・同左

ー

区　　　　　分

ー ー ・月額２０万円を限度

苦情相談 ・被保険者からのサービス提供
に係る苦情を処理する。第一次
的な窓口として、事業者等に対
する調査・指導・助言を行う。

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

23/24



ー

・同左

・同左

構 成 市 町 村 の 現 況

・同左・同左

白　山　町 美　杉　村

・第２期事業計画を１年残しての合併となるため、合併後の１年間(平成１７年度末ま
で）、旧市町村の計画を継承した新市の事業計画を策定する。

・同左

３９．新市に移行後、速やかに調整する。（合併後１年程度）
４０．現行のまま新市に引き継ぐ。
４１．現行のまま新市に引き継ぐ。
４２．廃止の方向で調整する。
４３．現行のまま新市に引き継ぐ。

調　整　の　内　容

ー ーー ー

・同左 ・同左 ・同左 ・同左

・同左 ・同左・同左 ・同左

・同左 ・同左 ・同左

様式４

調整の具体的内容香 良 洲 町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

広 域 連 合

一　志　町

ーー ー
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